
十
一
月
末
に
薬
価

収
載
さ
れ
た
、
便
秘

治
療
薬
ア
ミ
テ
ィ
ー

ザ
カ
プ
セ
ル
の

百
五
十
六
・
六
円
と

い
う
薬
価
を
聞
い
て

驚
い
た
。
一
日
二
カ
プ
セ
ル
投

与
で
一
日
薬
価
は
三
百
円
を
超

え
る
。メ
ー
カ
ー
の
説
明
で
は
、

便
秘
薬
と
し
て
は
ラ
キ
ソ
ベ
ロ

ン
以
来
の
新
薬
で
類
似
薬
が
な

く
、
原
価
計
算
方
式
で
薬
価
が

算
定
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
稀
少

薬
な
ら
分
か
る
が
、「
便
秘
」

と
い
う
超
コ
モ
ン
な
疾
病
に
対

す
る
治
療
薬
の
値
段
と
し
て
は

異
常
と
素
朴
に
思
う
。
こ
の
原

価
計
算
方
式
と
は
、
電
力
会
社

の
悪
名
高
き「
総
括
原
価
方
式
」

類
似
の
メ
ー
カ
ー
に
有
利
な
算

定
方
式
で
あ
る
▼
こ
の
新
薬
に

つ
い
て
、
さ
っ
そ
く
薬
剤
に
つ

い
て
厳
し
い
意
見
を
持
つ
、
浜

六
郎
先
生
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
い
た
。
ア
ミ
テ
ィ
ー
ザ
は
一

般
名lubiprostone

。
名
前
か

ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
プ
ロ

ス
タ
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン
（
Ｐ
Ｇ
）

系
薬
剤
で
、Ｐ
Ｇ
系
薬
剤
に
は
、

腸
管
蠕
動
亢
進
が
あ
り
術
後
腸

管
麻
痺
、
麻
痺
性
イ
レ
ウ
ス
の

適
応
で
今
ま
で
使
わ
れ
て
き

た
。
こ
れ
を
経
口
剤
に
し
て
開

発
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
以
前
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
患
者
の
低
酸
素
に
よ

る
偽
性
腸
閉
塞
症
に
、
Ｐ
Ｇ
系

薬
剤
が
使
わ
れ
、
発
熱
・
血
圧

上
昇
・
離
脱
性
シ
ョ
ッ
ク
状
態

に
な
り
死
亡
さ
れ
た
ケ
ー
ス
あ

り
。
今
後
こ
の
ク
ス
リ
が
高
齢

者
に
繁
用
さ
れ
る
可
能
性
あ

り
。
副
作
用
に
ご
注
意
を
と
の

こ
と
で
あ
る
▼
医
科
、
歯
科
の

技
術
の
評
価
は
実
際
上
ほ
と
ん

ど
上
が
ら
な
い
の
に
、
ど
う
し

て
薬
剤
費
の
み
優
遇
さ
れ
る
の

か
、
疑
問
に
思
う
。

今月の会員数／1,029人（医科727人・歯科302人）
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2面　2012年・10大ニュース
3面
4面　ザ・公衆衛生
5面　社会保障・税一体改革
6面　在宅医療シリーズ・歯科編
7面　地域包括支援センターいずみの
8面　近江町市場シリーズ・最終回

小出裕章氏講演会まとめ

十
一
月
四
日
、
静
岡
県
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
歯
科
口
腔
外
科
部

長
の
大
田
洋
二
郎
先
生
を
お
招

き
し
て
、
学
術
講
演
会
を
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
全
県
の
病

院
か
ら
医
師
、
歯
科
医
師
、
看

護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
そ
の
ほ

か
多
岐
に
わ
た
る
医
療
職
種
の

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

活
気
あ
る
講
演
会
と
な
り
ま

し
た
。

講
演
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

病
院
内
に
お
い

て
口
腔
ケ
ア
体
制

を
構
築
す
る
に

は
、
強
い
化
学
療

法
（
好
中
球
千
以

下
）、
頭
頸
部
放

射
線
（
化
学
放
射

線
療
法
）、
頭
頸

が
ん
・
食
道
が
ん

手
術
、
な
ど
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

る
こ
と
。
口
腔
有

害
事
象
・
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
た
場

合
、
必
ず
そ
の
日
に
診
察
に
出

向
く
こ
と
。
看
護
師
よ
り
直
接

依
頼
を
受
け
付
け
る
こ
と
。
口

腔
ケ
ア
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
制
度
と

多
職
種
が
ん
専
門
レ
ジ
デ
ン
ト

制
度
（
歯
科
衛
生
士
）
の
導
入
。

そ
し
て
多
職
種
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
行
う
こ
と
な
ど
が
重
要
で

あ
る
。

口
腔
ケ
ア
が
効
果
の
あ
る
疾

患
と
し
て
は
、
清
潔
と
不
潔
域

の
混
在
頭
頸
部
が
ん
（
進
行
が

ん
再
建
）、
胸
部
食
道
が
ん
、

領
域
郭
清
、
開
胸
、
開
腹
手
術

を
行
う
患
者
、
人
工
呼
吸
器
管

理
患
者
、
口
腔
不
衛
生
の
高
齢

者
消
化
器
系
手
術
な
ど
の
優
先

順
位
が
高
い
。

口
腔
粘
膜
炎
を
起
こ
し
や
す

い
抗
が
ん
剤
は
、
５
－
Ｆ
Ｕ
、

Ｔ
Ｓ
－
１
で
あ
る
。
疼
痛
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
と
し
て
は
、
口
腔
粘

膜
炎
の
疼
痛
は
侵
害
受
容
性
疼

痛
で
あ
る
の
で
、
ス
テ
ロ
イ
ド

軟
膏
塗
布
は
効
果
な
く
、

N
SA

ID
s

鎮
痛
剤
を
使
う
べ
き

で
あ
る
。
た
だ
し
、
分
子
標
的

薬
の
時
の
患
部
は
病
態
も
異
な

り
ア
フ
タ
様
を
呈
す
る
の
で
、

ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
が
有
効
。
グ

レ
ー
ド
３
は
入
院
の
適
応
で
あ

る
。
さ
ら
に
シ
ス
プ
ラ
チ
ン
と

N
SA

ID
s

の
併
用
時
は
、
腎
機

能
悪
化
に
よ
る
口
腔
粘
膜
炎
が

強
く
現
れ
る
の
で
注
意
が
必

要
。bisuphosphonate

製
剤

投
与
時
の
口
腔
管
理
の
留
意
す

べ
き
点
と
し
て
、
顎
骨
壊
死
に

至
る
前
段
階
の
骨
髄
炎
の
レ
ベ

ル
（
ス
テ
ー
ジ
０
）
で
発
見
に

努
め
る
べ
き
で
、
粘
膜
腫
脹
・

発
赤
、
排
膿
・
瘻
孔
形
成
、
疼

痛
に
充
分
注
意
を
注
ぐ
べ
き
で

あ
る
。
発
見
時
は
慎
重
に
対
応

す
る
こ
と
、
抗
菌
薬
の
長
期
投

与
を
要
す
る
。

次
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
に
つ
い
て
も
、
将
来
、
そ
の

計
画
が
県
・
市
町
村
レ
ベ
ル
に

実
務
と
し
て
下
り
て
き
た
と
き

の
対
応
を
今
の
う
ち
に
準
備
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
。

以
上
の
お
話
で
し
た
。

十
月
三
十
一
日
（
水
）、
北

尾
法
律
事
務
所
で
「
志
賀
原
発

運
転
差
止
訴
訟
」
の
原
告
団
・

弁
護
団
と
の
懇
談
会
を
開
催

し
、
原
告
団
・
弁
護
団
か
ら
八

人
、
当
協
会
よ
り
八
人
（
う
ち

事
務
局
二
人
）
の
合
計
十
六
人

が
出
席
し
た
。

私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
脱
原
発
」
の
活
動
の
中
で
、

そ
の
運
動
の
輪
を
広
げ
る
に
は

他
団
体
と
の
協
力
・
協
働
が
不

可
欠
と
考
え
、
同
訴
訟
に
取
り

組
ん
で
い
る
原
告
・
弁
護
団
の

方
々
と
の
懇
談
が
実
現
し
た
。

全
国
で
原
発
に
関
す
る
多
く
の

裁
判
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
金

沢
で
の
原
発
裁
判
は
特
別
な
も

の
が
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
に
金

沢
地
裁
で
運
転
差
し
止
め
判
決

が
出
さ
れ
た
（
の
ち
に
名
古
屋

高
裁
で
逆
転
敗
訴
）
の
は
画
期

的
な
出
来
事
だ
っ
た
こ
と
や
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
青
森
や
浜

岡
原
発
な
ど
の
多
く
の
裁
判
に

東
京
の
弁
護
士
が
携
わ
っ
て
い

る
の
に
対
し
、
志
賀
原
発
は
地

元
の
弁
護
士
が
が
ん
ば
っ
て
い

る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

三
・
一
一
以
前
の
原
発
に
関

す
る
裁
判
で
は
、
最
終
判
断
を

下
す
裁
判
官
が
素
人
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
被
告
側
は
権
威
あ

る
学
者
や
専
門
家
を
証
人
に
立

て
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
一

方
で
、
原
告
の
側
に
立
つ
専
門

家
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
弁
護

士
自
身
も
専
門
家
で
は
な
い
の

で
、
そ
の
点
大
変
苦
労
し
て
き

た
現
実
を
紹
介
し
て
い
た
だ

い
た
。

実
際
の
裁
判
で
の
争
点
は
、

そ
の
原
発
が
安
全
か
ど
う
か
で

争
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
今

回
の
裁
判
で
は
、
原
発
の
構
造

上
の
問
題
や
地
震
・
津
波
に
よ

り
事
故
が
起
こ
る
危
険
性
が
あ

る
か
ど
う
か
に
あ
り
、
特
に
原

発
直
下
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
Ｓ
１
断
層
の
問
題
を
取
り

上
げ
て
い
る
。

一
方
、「
低
線
量
被
ば
く
の

問
題
」
は
、
今
回
の
裁
判
の
主

要
な
争
点
に
は
な
ら
な
い
が
、

原
告
側
の
主
張
を
補
強
す
る
上

で
重
要
と
の
こ
と
で
、
福
島
原

発
事
故
の
後
に
、
放
射
能
に
よ

る
健
康
被
害
が
生
じ
た
と
い
う

専
門
的
な
分
野
か
ら
信
頼
で
き

る
証
拠
が
収
集
で
き
れ
ば
、
裁

判
官
に
対
し「
原
発
は
危
険
だ
」

と
印
象
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
期
待
を
述
べ
ら
れ
た
。

今
回
の
懇
談
は
、
岩
淵
正
明

弁
護
団
長
が
非
常
に
よ
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
お
話
を
も
ら
え
た
と

述
べ
て
お
ら
れ
、
私
た
ち
も
医

療
の
専
門
家
と
し
て
「
放
射
能

と
健
康
被
害
の
影
響
」
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
情
報
提
供
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

訴
訟
原
告
団・弁
護
団
と
の
懇
談
会

理
事

　斉
藤

　典
才
（
金
沢
市
・
外
科
）

志
賀
原
発
を
廃
炉
に
！

〜
他
団
体
と
の
協
力・協
働
で
〜

歯
科・学
術
講
演
会

岡
部

　孝
一
（
金
沢
市
・
歯
科
）

周
術
期
口
腔
ケ
ア
の

　
　有
効
性
を
検
証
す
る

〜
医
科
歯
科
連
携
を
進
め
る
た
め
に
〜

講師の大田洋二郎先生

原告団・弁護団から８人、当協会から８人が出席して開かれた懇談会
� （10月31日・北尾法律事務所）

医師、歯科医師、看護師、歯科衛生士など77人が参加して
開かれた歯科学術講演会� （11月4日・ホテル金沢）

石 川 保 険 医 新 聞（1）2012年12月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第488号



社会保障・
税一体改革これ

でいいの
か！？

政府が進め
る社会保障

・税一体改
革の中身

理事　斉藤
　典才（金

沢市・外科
）

第 1 回

医科歯科ともに2012年新点数検討会を開催し、
七尾会場（医科）では過去最高の154人が参加し
た。歯科では『歯科保険診療便覧』2012年度点数
改定版を発行した。

過去最多の154人が参加した七尾会場（3月25日／七尾サンライフプラザ）

新点数・介護報酬
検討会（運用説明会）を
開催

小松市民病院地域医療連携室を取材（5月24日）

医療福祉部による
「地域医療連携室を訪ねて」
「在宅医訪問」
「高齢者施設訪問」
の取材を継続し、精力的に行った。

「子どもの医療費助成」
「国保問題」

機関紙に新シリーズ
「これでいいのか！？
 社会保障・税一体改革」
の連載を開始し、さまざまな問題点を分かりやすく
解説し、会員に伝えた。

機関紙の新シリーズとして
「近江町市場・今昔」
の連載を開始し、近江町市場の歴史や食の文化
について学んだ。

シンポジウム

「胃瘻は本当にやめられるか」をテーマに開催し
た講演会（写真）には127人の医師とコ・メディカル
が訪れた。また、能登北部医師会と共催で輪島市
で開いた「医師とコ・メディカルのための講演会（経
口摂取実現のための実践的スキル）」には、103人
の参加者があった。

「胃ろうは本当にやめ
られるか」など多彩な、
学術講演会が開催された。

９月９日、保団連臨時大会が開かれ
休業保障制度の募集再開
が確定した。

「イレバデーからイイハ
デー」キャンペーンとして
昨年から行っている「義歯ネーム入れ」の希望ア
ンケートを県内の高齢者施設に実施したところ、
2100件を超える希望が寄せられた。

義歯ネーム入れボランティアの様子（11月22日・めぐみの里）

寒さにもかかわらず熱気あふれる近江町市場・中通り（11月7日）

9月9日の保団連臨時大会で休業保障制度の募集再開が決まった

石川協会の加入受付時期は2013年３月～４月。

140人の会員、医療スタッフ、一般市民の方々が参加して開かれた
定期総会記念講演　　　　　　　　　（2月19日・ホテル金沢）

「
原
発・い
の
ち・み
ら
い
」の

活
動
を
続
け
た

今
年
度
定
期
総
会
で
矢
ヶ
﨑
克

馬
氏
に
よ
る
記
念
講
演「
放
射
線

の
健
康
影
響
」を
開
催
し
、本
紙
に

「
原
発・い
の
ち・み
ら
い
」の
連
載
を

続
け
た
ほ
か
、「
原
発・い
の
ち・み
ら

い
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足

し
た
。秋
に
開
催
し
た
小
出
裕
章

氏
の
市
民
公
開
講
演
に
は
、過
去

最
多
の
四
五
〇
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。ま
た
、「
原
発
の
危
険
か
ら
子

ど
も
を
守
る
北
陸
医
師
の
会
」や

「
志
賀
原
発
の
差
し
止
め
訴
訟
弁

護
団
」と
協
働
を
開
始
し
た
。

歯
科
学
術
講
演
会

が
充
実

歯
科
で
は
多
彩
な
「
歯

科
学
術
講
演
会
」や「
赤

本
を
利
用
し
た
勉
強
会
」

な
ど
の
講
演
会
を
開
催
し

た
ほ
か「
サ
タ
デ
イ
ナ
イ
ト

セ
ミ
ナ
ー
」も
再
開
し
、周

術
期
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る

講
演
会
で
は
、県
内
の
多

く
の
病
院
か
ら
多
数
の
参

加
が
あ
っ
た
。さ
ら
に
本
紙

「
在
宅
医
療
シ
リ
ー
ズ
」

に
、歯
科
に
よ
る
連
載
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

『歯科保険診療の研究』を利用した勉強会（7月21日）

ニュース
10大10大

石川県保険
医協会

2012年

の改善運動に継続して
取り組んだ。
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金
沢
は
小
雨
。
十
一
月
十
一

日
、
中
央
公
園
の
脱
原
発
県
民

集
会
を
受
け
、
午
後
一
時
半
か

ら
ホ
テ
ル
金
沢
を
会
場
に
し

て
、
小
出
裕
章
先
生
の
講
演
会

が
開
か
れ
た
。
聴
衆
は
四
百
五

十
人
、
三
百
人
収
容
の
会
場
は

急
遽
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
で
も
会

場
は
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
小
出
先
生
の
力
な

の
だ
と
素
直
に
感
心
し
た
。
い

や
、
今
不
安
を
抱
え
て
生
き
る

国
民
が
そ
れ
ほ
ど
多
い
と
い
う

こ
と
な
の
か
。

会
の
冒
頭
、
西
田
会
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
。
協
会
が
脱

原
発
へ
向
か
っ
た
動
機
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
志

賀
原
発
廃
炉
へ
の
強
い
思
い
。

小
出
講
演
は
、
方
丈
記
の
序

章
か
ら
始
ま
っ
た
。
次
い
で
、

世
界
の
地
震
多
発
地
帯
と
原
発

の
地
図
。
そ
の
中
で
日
本
列
島

だ
け
が
地
震
ベ
ル
ト
と
原
発
の

点
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
、
ア
メ
リ
カ

東
海
岸
に
も
Ｍ
７
以
上
の
地
震

は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

会
場
が
シ
ー
ン
と
静
ま
り
か
え

る
。
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
グ
ラ

フ
で
は
、
Ｍ
７
を
超
え
る
地
震

の
桁
外
れ
の
力
が
示
さ
れ
る
。

東
日
本
大
震
災
の
Ｍ
９
は
、
広

島
原
爆
三
万
発
分
に
匹
敵
す

る
。
こ
の
す
さ
ま
じ
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
脆
弱
な
日
本
の
大
地
を

襲
っ
た
の
で
あ
る
。

先
生
の
話
は
、
実
に
明
瞭
で

あ
る
。
広
島
に
落
と
さ
れ
た
原

爆
の
ウ
ラ
ン
燃
焼
量
を
一
と
す

る
と
、
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
原

発
一
基
が
一
年
間
に
燃
焼
す
る

そ
れ
は
、
実
に
千
二
百
倍
に
達

す
る
。
当
然
、
同
量
の
放
射
性

廃
物（
ゴ
ミ
）が
生
ま
れ
、
各
地

の
原
発
に
付
属
す
る
冷
却
プ
ー

ル
に
保
管
さ
れ
る
。
福
島
第
一

原
発
四
号
機
、
取
り
壊
さ
れ
た

建
屋
か
ら
冷
却
プ
ー
ル
の
一
部

が
見
え
る
。
宙
づ
り
に
な
っ
た

プ
ー
ル
の
底
が
崩
壊
し
た
と

き
・
・
・
汚
染
は
五
百
倍
と
な

る
。
想
像
を
絶
す
る
。
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
不
能
と
な
っ
た
原
発
四

基
か
ら
は
、
今
も
現
在
進
行
形

に
放
射
線
が
放
出
さ
れ
続
け
て

い
る
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
日
本
政
府

が
提
出
し
た
デ
ー
タ
で
は
、
一

〜
三
号
機
で
ト
ー
タ
ル8.9

×

10
13

ベ
ク
レ
ル
のCs137

、
広

島
原
爆
百
六
十
八
発
分
に
相
当

す
る
分
が
、
大
気
に
ば
ら
ま
か

れ
た
。
多
分
そ
れ
は
想
像
し
う

る
最
小
限
の
も
の
だ
。
な
ぜ
な

ら
、
当
事
者
で
あ
る
政
府
が
真

実
を
語
る
は
ず
が
な
い
。
そ
う

先
生
は
指
摘
さ
れ
た
。
海
水
中

に
ど
れ
だ
け
出
た
の
か
、
そ
れ

は
不
明
の
ま
ま
だ
。
日
本
地
図

の
上
に
、
大
気
に
拡
散
し
た
放

射
能
汚
染
が
色
別
に
表
示
さ
れ

て
い
る
。
基
本
的
に
日
本
上
空

に
は
、偏
西
風
が
流
れ
て
い
る
。

西
か
ら
東
へ
。
し
か
し
、
風
向

き
は
常
に
動
く
。
そ
の
結
果
、

事
故
後
わ
ず
か
の
間
に
、
福
島

か
ら
、
栃
木
、
群
馬
、
茨
城
、

千
葉
、
東
東
京
に
至
る
広
範
な

地
域
が
放
射
線
管
理
区
域
の
目

安
四
万
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る
放

射
能
汚
染
に
晒
さ
れ
た
。
二
十

キ
ロ
の
避
難
区
域
住
民
は
バ
ス

で
強
制
移
送
さ
れ
た
が
、
三
十

キ
ロ
圏
内
は
自
主
避
難
と
な
っ

た
。
混
乱
す
る
情
報
、
寸
断
さ

れ
る
道
路
網
、
逃
げ
る
場
所
さ

え
確
保
さ
れ
ず
、
地
域
住
民
は

無
用
の
被
曝
の
中
に
取
り
残
さ

れ
た
。

放
射
能
汚
染
に
よ
っ
て
失
わ

れ
た
土
地
は
、千
平
方
キ
ロ
で
、

人
が
住
め
な
い
地
域
で
あ
る
。

被
曝
、
崩
壊
す
る
一
次
産
業
、

そ
し
て
家
族
の
生
活
。
す
べ
て

が
寸
断
さ
れ
て
い
く
。
一
体
誰

の
責
任
か
？
淡
々
と
、
し
か
し

力
強
く
言
葉
が
繋
が
る
。
原
発

は
ト
イ
レ
の
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン

で
あ
る
。
生
み
出
さ
れ
た
放
射

性
廃
物
は
、
そ
の
捨
て
場
所
が

な
い
。
宇
宙
へ
、
深
海
へ
、
南

極
へ
。
す
べ
て
が
検
討
さ
れ
、

否
定
さ
れ
た
。
最
後
に
大
深
度

地
下
が
残
っ
た
が
、
日
本
学
術

会
議
は
つ
い
に
重
い
腰
を
上

げ
、「
地
下
埋
没
は
非
現
実
的
」

と
声
明
を
出
し
た
。一
万
年
後
、

十
万
年
後
の
地
下
の
安
全
な

ど
、
日
本
で
は
保
障
し
よ
う
が

な
い
。至
極
真
っ
当
な
意
見
だ
。

そ
う
、
捨
て
場
所
が
な
い
。
そ

れ
で
も
な
お
、
原
発
が
日
本
に

と
っ
て
本
当
に
必
要
な
の
か
？

講
演
会
を
通
し
て
、
先
生
が

繰
り
返
さ
れ
た
の
は
、「
子
ど

も
を
被
曝
か
ら
守
れ
」
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
だ
っ
た
。
個
体
は
加

齢
と
共
に
放
射
線
感
受
性
が
減

少
す
る
。「
十
八
禁
」で
は
な
く
、

「
六
十
禁
」
と
い
う
ラ
ベ
ル
を

食
品
に
貼
っ
て
は
ど
う
か
？

「
六
十
歳
以
上
し
か
食
べ
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
け
な
い

4

4

4

4

」
と
提
案
す
る
と
、

会
場
か
ら
笑
い
が
漏
れ
た
。
実

に
明
快
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

原
発
が
な
く
て
も
電
気
不
足

に
は
な
ら
な
い
。真
夏
の
午
後
、

ほ
ん
の
数
時
間
の
最
大
電
力
量

を
担
保
す
る
た
め
に
原
発
が
必

要
か
？　

電
力
会
社
と
そ
れ
を

支
え
る
銀
行
の
実
態
、
あ
が
な

い
き
れ
な
い
罪
を
犯
し
た
東
電

を
そ
れ
で
も
救
お
う
と
す
る
政

府
の
欺
瞞
。
聴
衆
の
す
べ
て
が

聞
き
入
り
、
そ
の
話
に
う

な
ず
く
。
す
べ
て
の
日
本

人
に
、
自
ら
の
立
っ
て
い

た
場
所
に
よ
り
、
そ
れ
相

応
の
責
任
が
あ
る
。
そ
の

自
覚
か
ら
出
発
す
る
。
何

百
年
か
か
る
放
射
能
汚
染

と
の
戦
い
、
さ
ら
に
何
万

年
、
何
十
万
年
と
続
く
放

射
性
廃
物
処
理
と
の
苦

闘
。
そ
の
時
の
長
さ
は
、

人
類
の
歴
史
と
比
べ
て
も

気
が
遠
く
な
る
長
さ
だ
。

そ
う
語
り
終
え
た
時
、
万

雷
の
拍
手
が
会
場
を
包
ん

だ
。
決
し
て
、
明
る
い
話

で
は
な
い
。
夢
を
語
る
話

で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ

こ
に
は
目
を
そ
ら
し
て
は

い
け
な
い
真
実
が
あ
る
。

そ
の
真
実
を
確
か
め
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
。
そ
れ

が
聴
衆
を
奮
い
立
た
せ
た

の
だ
。

講
演
後
も
多
く
の
人
た

ち
が
先
生
の
周
り
に
輪
を

作
り
、
握
手
を
求
め
、
質

問
を
ぶ
つ
け
た
。
今
を
生
き
る

不
安
を
語
り
、
共
に
歩
く
。
司

会
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
何
よ
り
幸
せ
に
思
う
。

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その14

シリーズ

福
島
原
発
事
故
の
現
状
と
未
来 

福
島
原
発
事
故
の
現
状
と
未
来 

　副
会
長

　大
平

　政
樹
（
金
沢
市
・
外
科
）

小
出
裕
章
氏・講
演
会 

子
ど
も
た
ち
を
守
れ

目
を
そ
ら
し
て
は
い
け
な
い
真
実
が・・・

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
か
ら
３
と
動
く
の
が
大
切
な
手

順
。
白
４
に
黒
５
、
７
で
白
死
で
す
。

黒
１
で
す
ぐ
に
３
は
白
１
で
、
次
に
４

と
イ
が
見
合
い
に
な
り
、
白
生
き
。
ま

た
黒
１
で
５
は
白
１
黒
イ
白
３
で
殺
せ

ま
せ
ん
。

囲

解
答

碁
2

7

5

1

34

6イ

☗
１
一
飛
☖
３
二
玉
☗
２
三
角

☖
３
三
玉
☗
３
四
角
成
☖
３
二

玉
☗
2
三
馬
☖
同
玉
☗
２
一
飛

成
☖
３
三
玉
☗
２
二
竜
ま
で
11

手
詰
。

〈
解
説
〉
☗
１
一
飛
を
☖
同
玉

は
☗
３
三
角
で
す
。
☗
２
三
角

に
☖
３
三
玉
と
逃
げ
ま
す
が
、

☗
３
四
角
成
か
ら
☗
２
三
馬
と

押
し
つ
け
て
☗
２
一
飛
成
で
ピ

ッ
タ
リ
決
ま
り
ま
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

９
＋
７
で
、答
え
は「
16
」

（
問
題
8
面
）

講師の小出裕章氏

保険医協会の市民公開講演としては過去最高の450人が参加した
（11月11日・ホテル金沢）

本講演会のアンケート集計は、石川県保険医協会ホームページに掲載してあります。

第
十
四
回
理
事
会
は
、
定

刻
の
七
時
三
十
分
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
順
調

に
議
事
が
進
行
し
た
の
で
す

が
、
結
局
終
わ
っ
た
の
は
午

後
十
時
三
十
分
近
く
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
も
時
間
が
か
か
っ
た
の

は
、
選
挙
に
関
す
る
会
長
談

話
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
選
挙
で
は
各
候
補
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
新
聞
の
号
外
と
し

て
会
員
に
報
告
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
急
な
解
散
で

告
示
ま
で
の
日
数
が
短
く
、

ま
だ
候
補
者
も
正
確
に
出

揃
っ
て
い
な
い
た
め
ア
ン

ケ
ー
ト
は
行
わ
ず
に
、
石
川

県
保
険
医
協
会
の
考
え
を
会

長
談
話
の
形
で
発
表
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。
毎
月
、

理
事
会
で
は
新
聞
の「
持
論
」

を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
会
長
談
話
の
文
章
に
関

し
て
は
、い
つ
も
の
「
持
論
」

以
上
に
、
細
か
い
言
い
回
し

な
ど
詳
細
な
部
分
に
つ
い
て

意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
熱
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
十
二
月
号
に
は
「
持

論
」
を
掲
載
し
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
以
外
に
も
「
原
発
・

い
の
ち
・
み
ら
い
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
十
一
月
十
一
日
に
開

催
さ
れ
た
小
出
裕
章
氏
の
講

演
会
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
一
般
市
民
も
含

め
四
百
五
十
人
が
参
加
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、

非
常
に
好
評
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
保
険
医
休
業
保
障

共
済
保
険
の
再
開
に
関
す
る

報
告
が
あ
り
、
今
回
は
た
く

さ
ん
の
加
入
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
三
回
に
分
け
て
募
集

を
行
う
予
定
で
す
。

�

【
牛
村　

記
】

第14回 理事会点描

会長談話を検討
（11月20日・12人出席）
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過
重
労
働
と
「
過
労
死
」

「
過
労
死
」
と
は
「
過
重
労
働
に
よ
っ
て

発
症
も
し
く
は
増
悪
し
た
脳
・
心
臓
疾
患
な

ど
」
を
指
す
社
会
医
学
用
語
で
、
英
語
論
文

で
も
「K

aroushi

」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
厚
生
労
働
省
は
「
過
労

死
」
を
公
式
に
は
認
め
て
お
ら
ず
、
当
時
、「
長

時
間
労
働
で
病
気
に
な
る
こ
と
は
な
い
、
も
っ
と

長
時
間
働
い
て
い
る
医
師
が
過
労
死
し
た
な
ど

聞
い
た
こ
と
も
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
意
見
書
を

裁
判
所
に
提
出
し
た
内
科
（
循
環
器
）
教
授
も
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
裁
判
で
労
災
を
認
め
る
判
決

や
医
師
や
研
修
医
の
「
過
労
死
」
も
相
次
い
だ
た

め
、
厚
労
省
も
一
九
八
七
年
に
重
い
腰
を
上
げ

脳
・
心
臓
疾
患
の
業
務
上
認
定
基
準
に
発
症
一
週

間
以
内
の
過
重
労
働
を
追
加
し
、
二
〇
〇
一
年
に

は
「
概
ね
発
症
前
六
カ
月
間
に
、
過
重
負
荷
に
よ

り
血
管
病
変
な
ど
が
そ
の
自
然
経
過
を
著
し
く

超
え
て
増
悪
し
、
発
症
し
た
場
合
」
も
認
定
す
る

よ
う
改
訂
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
二
年
に
は
過
重
労

働
防
止
総
合
対
策
を
発
表
し
て
対
策
に
本
腰
を

入
れ
、
二
〇
〇
五
年
に
は
労
働
安
全
衛
生
法
を
改

正
し
て
過
重
労
働
者
へ
の
産
業
医
面
談
を
義
務

づ
け
る
な
ど
、
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
は
労
働
時
間
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ

条
約
を
一
つ
も
批
准
し
て
お
ら
ず
、
週
四
十
時
間

制
も
労
使
協
定
を
結
べ
ば
、
特
別
条
項
に
よ
り
無

制
限
に
働
か
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
過
労
死
を

起
こ
さ
な
け
れ
ば
（
起
こ
す
前
に
雇
い
止
め
す
れ

ば
）、
何
時
間
働
か
せ
て
も
問
題
に
な
ら
な
い
の

が
実
態
で
す
。

私
が
健
診
を
し
た
派
遣
労
働
者
の
中
に
は
、
中

国
で
夜
間
に
機
器
の
点
検
修
理
を
す
る
た
め
、
時

間
外
労
働
が
月
百
七
十
時
間
（
所
定
労
働
時
間
と

合
わ
せ
て
月
三
百
三
十
時
間
以
上
）
の
青
年
や
、

月
百
二
十
時
間
以
上
残
業
し
て
い
て
結
核
を
発

症
し
た
若
い
女
性
も
い
ま
し
た
。
法
的
規
制
が
な

い
た
め
、
正
規
労
働
者
で
は
残
業
が
当
た
り
前
、

非
正
規
雇
用
で
は
固
定
給
が
安
い
た
め
、
長
時
間

残
業
を
容
認
す
る
文
化
が
あ
り
ま
す
。
図
１
は
、

労
災
請
求
し
た
「
過
労
死
」
件
数
の
推
移
で
す
が
、

こ
れ
ら
は
氷
山
の
一
角
で
す
。

過
重
労
働
・
夜
勤
が
健
康
を
害
す
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
（
図
２
）

時
間
外
労
働
が
長
く
な
る
と
、
一
部
は
深
夜
労

働
（
午
後
十
時
か
ら
午
前
五
時
）
に
な
り
、
睡

眠
不
足
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
深
夜
勤
務

や
交
代
勤
務
を
し
て
い
る
労
働
者
ほ
ど
時
間
外

労
働
が
多
い
実
態
（
東
京
自
治
労
連
健
康
調
査

２
０
１
２
）
も
あ
り
ま
す
。
長
時
間
労
働
の
健
康

影
響
は
過
労
に
睡
眠
不
足
や
夜
勤
に
よ
る
生
体

リ
ズ
ム
障
害
が
加
わ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
機

序
は
、
三
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

一
．
睡
眠
が
短
縮
す
る
た
め
、
疲
労
回
復
、
細
胞

修
復
、
免
疫
・
内
分
泌
・
神
経
伝
達
物
質
の
産

生
な
ど
に
問
題
が
生
じ
る
。

二
．
交
感
神
経
の
緊
張
や
ス
ト
レ
ス
状
態
が
強

く
、
長
引
く
た
め
、
動
脈
硬
化
や
ス
ト
レ
ス
疾

患
が
進
行
す
る
。

三
．
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
抑
制
さ
れ
、
乳
が
ん
や
前
立

腺
が
ん
が
増
え
る
（
国
際
が
ん
研
究
機
関
分
類

２
Ａ
で
、
前
回
取
り
上
げ
た
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

よ
り
発
が
ん
性
が
明
確
）

（
日
本
看
護
協
会
「
夜
勤
・
交
代
制
勤
務
の
三
つ

の
リ
ス
ク
」http://w

w
w
.nurse.or.jp/nursing/

practice/shuroanzen/jikan/02_02.htm
l

を

参
考
に
し
た
）

時
間
外
労
働
月
六
十
時
間
超
、
睡
眠
時
間
五

時
間
以
下
は
危
険
（
図
３
）

日
本
人
に
よ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
所
定
時
間
を

含
み
一
日
十
一
時
間
以
上
（
内
山
ら
１
９
９
２
、

Sokejim
a and K

agam
im

ori

１
９
９
８
）、
週

六
十
一
時
間
以
上
（Liu

ら
２
０
０
２
）
の
長
時

間
労
働
で
脳
・
心
臓
疾
患
が
増
え
る
と
さ
れ
、
時

間
外
労
働
が
月
六
十
～
八
十
時
間
を
超
え
る
と

明
ら
か
に
危
険
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
睡
眠
時
間
も
重
要
で
、
同
じ
長
時
間
労

働
で
も
休
日
勤
務
が
主
体
で
睡
眠
時
間
が
確
保

さ
れ
て
い
る
労
働
者
に
比
べ
、
深
夜
勤
務
が
含
ま

れ
睡
眠
時
間
が
短
い
労
働
者
が
よ
り
危
険
で
す
。

過
重
労
働
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
原
因

自
覚
的
疲
労
感
や
心
身
不
調
は
労
働
時
間
と

比
例
し
て
増
加
し
、
時
間
外
労
働
が
日
に
三
時
間

以
上
に
な
る
と
、
不
調
者
の
割
合
は
二
倍
以
上
に

な
り
ま
す
（
図
４
）。
五
時
間
以
上
の
残
業
者
で

不
調
が
減
る
の
は
、
長
時
間
残
業
で
き
る
者
は
健

康
者
が
多
い
と
い
う
「
健
康
労
働
者
効
果
」
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

作
業
能
力
も
同
様
で
、
朝
起
き
て
か
ら
十
七
時

間
を
経
過
す
る
と
作
業
能
力
が
明
ら
か
に
低
下

し
、
酒
気
帯
び
運
転
（
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
〇
．

〇
三
％
以
上
で
、
免
許
停
止
・
三
十
万
円
以
下
の

罰
金
）
に
相
当
す
る
エ
ラ
ー
を
起
こ
す
危
険
性
の

高
い
状
態
と
な
り
ま
す
（
図
５
）。
安
全
性
の
観
点

か
ら
は
、
朝
六
時
に
起
床
す
る
方
で
は
夜
の
十
一

時
を
過
ぎ
る
と
車
の
運
転
な
ど
危
険
性
の
高
い
作

業
を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

長
時
間
労
働
は
、
疲
労
、
不
調
、
酒
酔
い
に

相
当
す
る
作
業
能
力
低
下
に
よ
り
、
ミ
ス
（
見

逃
し
）、
エ
ラ
ー
（
間
違
い
）、
事
故
を
引
き
起

こ
す
危
険
な
労
働
で
あ
る
こ
と
を
、
労
使
だ
け

で
な
く
、
消
費
者
や
利
用
者
（
交
通
機
関
の
乗

客
や
医
療
機
関
の
患
者
な
ど
）
も
認
識
し
、
急

い
で
労
働
時
間
を
法
的
に
制
限
す
べ
き
で
す
。

の服部真理事
（金沢市・産業医療科）

過
重
労
働
は
「
過
労
死
」
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
疾
患
や
事
故
の
原
因
で
す
。
日
本
看
護
協

会
が
二
〇
一
二
年
十
月
に
「
夜
勤
・
交
替
制
勤
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
夜
勤
改
善
に

動
き
出
し
ま
し
た
が
、
医
師
版
「
夜
勤
・
過
重
労
働
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
作
成
を
期
待
し
ま
す
。

第26回

過
重
労
働
・
深
夜
勤
務
と
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http://www.jil.go.jp/institute/zassi/backnumber/2008/06/pdf/039-048.pdf
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社会保障・税一体改革これで
いいのか！？

日本の財政再建、
消費税５％増は焼け石に水

理事　斉藤　典才（金沢市・外科）

第 8 回

野田首相は「消費税増税分をすべて社会保障に使います」と説明し、国
民を納得させようとしていますが、消費税増税の本当の理由は日本の財政
再建のためです。国と地方の借金はおよそ1000兆円にも達しています。 
「日本のかかえる借金 = 公債残高」が世界一位であることは皆さんご存

じのことだと思います。図１は、財務省ホームページ１）にある「債務残
高の国際比較（対 GDP 比）」です。日本の国と地方を合わせた公債残高は、
2012年に対 GDP 比で219% にもなっています。2007年以降は、アメリカ
やイギリスでも債務残高が急激に悪化しており、近年の世界規模での経済
状況の悪化によるものです。財政危機に直面しているイタリアでさえ
128% で、日本の方が圧倒的に高いのです。

次に、日本の一般会計歳出と税収の年次推移のグラフを図２に示します。
これも財務省ホームページ１）からです。平成23年の一般会計歳出は94.7兆円と
なっていますが、東日本大震災後の復興債を加えると107.5兆円になります。

一般会計歳出はどんどん右肩上がりに上昇し、ここ数年は100兆円前後
で推移しています。その一方で、税収は平成２年の60兆円をピークに徐々
に下がり始め、ここ数年は40兆円前後まで低下しています。この歳出と税
収のグラフは、よく「ワニの口」と揶揄されます。さらに注目すべきこと
は、平成21年以降は毎年税収よりも公債発行額の方が上回っています。財
務省の説明では、「近年、景気の回復や財政健全化の努力により、歳出と
税収の差は小さくなる傾向にありましたが、平成20年度以降、景気の悪化
に伴う税収の減少などにより、再び差が大きくなっています」とし、景気
の悪化が主要な要因としています。「一体改革」では有効な景気対策につ

いて明記されていませんが、そうした中でも消費税率を上げて財政再建を
しようとしているのです。

しかし、早稲田大学ファイナンス総合研究所顧問の野口悠紀夫氏は、『消
費増税では財政再建できない』という著書２）の中で、「消費税５% の増税は、
焼け石に水」程度の効果しかないとしています。私たちはよく、消費税を
５% 上げることで、12.5兆円分の税収増となり、国の経済を逼迫させてい
る国債発行額（2011年度の新規国債発行額は44兆円）を、12.5兆円分減ら
すことができると聞かされています。しかし、実際はそうではないのです。
以下に、野口氏の説明を要約します。 

消費税１% で2.5兆円の税収が上がると言わ
れますが（５% で12.5兆円）、そのうちの20%
は地方消費税に回り、国税として入るのは
80%、つまり10兆円分です。さらに、国税とし
ての収入のうち29.5% は地方交付税交付金に充
当されることになっており、この分を除くと
国税としては約７兆円程度に減ってしまいま
す。さらに、2011年度の税収外の収入には３兆
円ほどの埋蔵金が充てられていますが、これ
は一次的なもので翌年からは期待できません。
このため、最終的には４兆円まで減額されま
す。次に、社会保障費は毎年６千億円ほど増加し、国債の返還は毎年１兆
円弱ずつ増えています。これらを合わせると、最終的に「消費税５% 増
による効果はわずか２兆円強」であるとのことです。財政再建策の評価を、
国債の発行額が現状よりも減ることだとすれば、消費税５% 増による効
果はわずか２年だそうです。野田首相が政治生命をかけ、民主党、自民党、
公明党が異常な形で成立させた「５% 増」が、わずか２年で元の黙阿弥
になるということです。

では、今後の税制について国はどう考えているのでしょうか。最近の産
経ニュース３）では、「消費税の10% への引き上げにより、平成27年度に国
と地方の基礎的財政収支の赤字を半減させられる見通しであることを内閣
府がまとめた。ただ、10% への増税後も平成32年度の同収支を黒字化する
目標は実現できず、政府内では再増税が避けられないとの見方も強い。」
と報じています。また、国は各地で対話集会を開いていますが、その一コ
マ（2012年６月23日、隠岐）を紹介します４）。
質問者─社会保障費が年間１兆円ずつ増加していると、いずれ、これも（今

回の増税分のこと）食いつぶされていくのではないかと思っています。
であれば、将来的に更なる増税というものが考えられるものかどうかを
お聞きしたい。
岡田副総理─消費税10% になっても、それでストップがかかるわけでは

ありません。しかし、まず第一歩として今回の消費税10%。同時に、景
気をよくする中で税収がどれくらい増えるのか、それから行政改革を
もっともっとやっていく中でどのくらいできるのかということを見定め
て、次のステップを考えなければならないと思っているんです。それで
も、まだ増税は避けられないかもしれません。
本シリーズ第７回でも説明しましたが、消費税を上げると景気が悪く

なった過去の経験は全く生かされていないようです。前出の野口悠紀雄
氏５）は、財政を健全化させるために消費税を上げるのであれば、30% は必
要だとしています。税率引き上げ幅が今の予定している５% の場合、2020

年度の国の公債依存度は48.1%、30年度は54% と改善は
まったく期待できず、引き上げ幅を10% にしても30年
度は45.1%と今とそれほど変わりません。25%上げれば、
20年度14.7%、30年度17.2% とほぼ問題のない状態とな
るとしています。もちろん、著者は「消費税を30% に
上げろ」と主張しているわけではなく、「このままのや
り方では、国の財政は破たんする」と警告を発してい
るのです。

参考資料
１）�財務省ホームページ : 税制について考えてみよう�

http://www.mof.go.jp/tax_policy/publication/brochure/
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３）�MSN 産経ニュース :http://headlines.yahoo.co.jp/
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◆
超
高
齢
社
会
の
到
来

日
本
は
現
在
、
世
界
の
ど
の

国
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
超

高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
高
齢
化
の
ス
ピ
ー

ド
は
他
に
例
を
見
な
い
た
め
、

様
々
な
問
題
に
直
面
し
て
い

る
。
な
か
で
も
「
医
療
費
の
高

騰
」
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
「
高

齢
者
の
低
栄
養
」
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。

◆
高
齢
者
の
低
栄
養

高
齢
者
の
低
栄
養
に
関
す
る

報
告
は
多
く
、
特
に
高
齢
患
者

の
約
三
～
四
割
が
低
栄
養
を
呈

し
て
い
る
こ
と
、
入
院
中
の
高

齢
者
の
五
人
に
一
人
が
必
要
栄

養
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
半
分
し
か

摂
取
で
き
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
は
驚
く
べ
き
事
実
で
あ

る
。
そ
し
て
、
高
齢
者
の
低
栄

養
は
貧
血
や
骨
折
・
褥
瘡
・
免

疫
力
低
下
・
認
知
機
能
低
下
・

Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
・
Ｑ
Ｏ
Ｌ
低
下
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
態
に
影
響

を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

高
齢
者
に
数
々
の
悪
影
響
を
与

え
る
低
栄
養
で
あ
る
が
、
関
係

の
強
い
要
因
と
し
て
、
多
剤
服

用
、
独
居
、
う
つ
症
状
、
嚥
下

障
害
、
歯
科
疾
患
の
五
つ
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ

き
こ
と
は
、
歯
科
医
療
が
直
接

関
与
す
る
疾
患
が
五
つ
の
う
ち

二
つ
（
嚥
下
障
害
、歯
科
疾
患
）

を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
齢
者
の

低
栄
養
を
改
善
す
る
た
め
に
は

歯
科
の
関
与
が
必
須
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
歯
科
医
師
自
身
が

知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

◆
歯
科
治
療
は
低
栄
養
の

治
療

低
栄
養
の
要
因
と
な
る
歯
科

疾
患
を
実
際
に
治
療
す
る
こ
と

が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
ど
れ
だ

け
効
果
が
あ
る
か
を
検
討
し
た

報
告
が
あ
る

⑴ 

。
施
設
入
所
の

高
齢
者
に
対
し
て
、
訴
え
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
「
歯
科
医
師

が
診
て
治
療
が
必
要
」
と
判
断

し
た
症
例
を
す
べ
て
治
療
し
た

結
果
、
歯
科
治
療
を
す
る
こ
と

に
よ
り
栄
養
状
態
が
改
善
し
、

意
識
レ
ベ
ル
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
も
改
善

し
た
。
こ
の
結
果
は
、
歯
科
疾

患
を
治
療
す
る
こ
と
が
、
高
齢

者
の
栄
養
状
態
を
改
善
す
る
た

め
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
実
践
で
示
し
た
貴
重

な
も
の
で
あ
る
。

日
々
の
臨
床
に
お
い
て
、
歯

科
治
療
は
「
歯
を
治
す
こ
と
」

に
終
始
し
が
ち
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
特
に
高
齢
者
で
は

「
歯
科
疾
患
は
低
栄
養
の
原
因

に
な
る
」
こ
と
を
頭
に
置
い
て

歯
科
医
師
は
治
療
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
つ
ま
り
歯
科
治
療
の

究
極
は
「
口
か
ら
食
べ
る
こ
と

（
摂
食
・
嚥
下
）
を
追
求
し
た

栄
養
改
善
の
治
療
」と
考
え
る
。

◆
今
ま
で
の
医
療
の
反
省

摂
食
・
嚥
下
障
害
の
治
療
は
、

今
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
誰
も

が
「
新
し
い
領
域
」
で
あ
る
と

考
え
た
く
な
る
が
適
切
で
は
な

い
。
何
年
も
前
か
ら
嚥
下
障
害

の
患
者
は
存
在
し
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
最
近
や
っ
と
関
心
が

向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
、
医
療
者
側
が
今
ま
で
に

「
口
か
ら
食
べ
る
」
こ
と
の
重

要
性
に
ま
っ
た
く
関
心
を
向
け

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
口

か
ら
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
」
が

ど
ん
な
に
大
変
な
こ
と
で
あ
る

か
に
気
付
か
ず
に
、
医
療
を
展

開
し
て
き
て
し
ま
っ
た
と
考
え

ら
れ
る

⑵ 

。「
口
か
ら
食
べ
ら

れ
な
い
」
こ
と
で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
低

い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う

か
、
代
替
栄
養
で
の
チ
ュ
ー
ブ

の
扱
い
方
は
適
切
に
行
わ
れ
て

き
た
か
、
経
管
栄
養
チ
ュ
ー
ブ

や
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
が
も
う
一

度
抜
け
な
い
か
と
考
え
た
か
、

気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
は
嚥
下
に
は

不
適
切
だ
と
考
え
た
こ
と
が

あ
っ
た
か
、
胃
瘻
を
つ
く
る
と

き
に
的
確
な
嚥
下
機
能
の
評
価

が
な
さ
れ
た
か
、
誤
嚥
性
肺
炎

は
予
防
で
き
る
も
の
（
口
腔
ケ

ア
の
推
進
）
と
考
え
た
か
、
な

ど
が
反
省
点
で
あ
る
。
摂
食
・

嚥
下
障
害
を
扱
う
こ
と
は
今
ま

で
の
医
療
の
反
省
と
考
え
て
対

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
（
図
１
）。

◆
現
状
と
問
題
点

昨
今
、
病
院
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
が
参
加
し
た
摂
食
・
嚥

下
診
療
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
在
宅
や
施
設
で
は
、
嚥

下
機
能
が
回
復
し
て
い
て
も
経

管
栄
養
が
継
続
さ
れ
て
い
る
症

例
や
、
悪
化
し
て
も
誤
嚥
性
肺

炎
に
な
る
ま
で
気
付
か
れ
な
い

と
い
っ
た
症
例
が
散
見
さ
れ

る
。
退
院
後
の
症
状
の
変
化
に

対
応
さ
れ
ず
に
「
退
院
時
の
ま

ま
治
療
が
止
ま
っ
て
い
る
」
の

で
あ
る
。

で
は
、
在
宅
や
施
設
で
の
摂

食
・
嚥
下
障
害
は
誰
が
診
れ
ば

よ
い
の
だ
ろ
う
か
？　

私
は
、

全
国
的
に
数
多
く
、
在
宅
訪
問

診
療
が
盛
ん
で
あ
る
歯
科
が
適

任
で
あ
る
と
考
え
る
。今
こ
そ
、

「
歯
の
治
療
」
の
み
か
ら
脱
却

し
、
咀
嚼
に
よ
り
食
塊
が
形
成

さ
れ
、
口
腔
期
は
咽
頭
期
に
影

響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
を
よ

く
理
解
し
、
準
備
期
・
口
腔
期

の
専
門
家
と
し
て
の
認
識
を
再

考
し
、「
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
」

を
重
視
し
た
医
療
を
発
展
さ
せ

る
役
割
が
歯
科
医
師
に
求
め
ら

れ
て
い
る
（
表
１
）。

以
上
、
今
回
は
歯
科
と
栄

養
、
摂
食
・
嚥
下
障
害
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
述
べ
た
。
次
号

（
二
〇
一
三
年
一
月
号
）
は
具

体
的
に
私
が
歯
科
医
師
の
立
場

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
摂
食
・

嚥
下
診
療
と
地
域
連
携
に
つ
い

て
説
明
す
る
予
定
で
あ
る
。
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本
シ
リ
ー
ズ
「
高
齢
者
施
設

を
訪
ね
て
」で
は
、地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
連
続
し
て
取
材

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の

三
回
目
で
、
金

沢
市
の
委
託
で

は
あ
る
も
の
の

公
的
性
格
を
持

つ
財
団
法
人
金

沢
市
福
祉
サ
ー

ビ
ス
公
社
が
運

営
す
る
「
金
沢

市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
い

ず
み
の
」（
以

下「
い
ず
み
の
」

と
略
）
を
十
一

月
八
日
に
訪
問

し
ま
し
た
。

「
い
ず
み
の
」

は
、
金
沢
市
泉

野
福
祉
健
康
セ

ン
タ
ー
（
私
に

と
っ
て
は
泉
野

保
健
所
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
）
の
三
階
に

あ
り
ま
す
。
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー
に
は
、
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
か
ら
、
高
齢
者
の
生
活
支

援
、
こ
こ
ろ
の
健
康
、
障
害
の

あ
る
人
へ
の
支
援
、
予
防
接
種

な
ど
、
多
彩
な
業
務
が
あ
り
ま

す
。
取
材
班
が
訪
問
し
た
と
き

も
、
子
連
れ
の
若
い
お
母
さ
ん

が
た
く
さ
ん
予
防
接
種
に
訪
れ

て
い
ま
し
た
。
駐
車
場
も
満
杯

状
態
で
し
た
。

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
人
が
、

「
い
ず
み
の
」
を
（
つ
い
で
に
）

訪
れ
る
こ
と
も
特
長
の
一
つ

で
、
四
〜
十
月
の
半
年
で
百
六

十
件
の
来
所
相
談
が
あ
り
、
ほ

か
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

よ
り
は
多
い
件
数
に
な
っ
て
い

ま
す
。
担
当
エ
リ
ア
は
野
町
・

中
村
・
弥
生
・
新
神
田
で
、
新

神
田
以
外
は
高
齢
化
率
が
金
沢

市
の
平
均
よ
り
高
く
な
っ
て
お

り
、
特
に
野
町
は
三
〇
・
四
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
リ
ア
の

人
口
は
昨
年
十
月
の
時
点
で
二

万
八
千
八
百
二
十
五
人
、
六
十

五
歳
以
上
は
六
千
七
百
二
十
五

人
で
す
。
担
っ
て
い
る
職
員
は

六
人
で
す
。
看
護
師
、保
健
師
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
、
ケ
ア
マ
ネ
が

そ
れ
ぞ
れ
一
人
と
社
会
福
祉
士

が
二
人
で
す
。「
お
お
て
ま
ち
」

は
四
人
で
し
た
し
、「
津
幡
」

は
十
人
で
し
た
。

「
い
ず
み
の
」
は
、
以
前
は
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
そ

の
と
き
は
市
の
直
営
だ
っ
た
の

で
す
が
、
二
〇
〇
六
年
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
金
沢
市

で
は
お
年
寄
り
地
域
福
祉
支
援

セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
）に
な
っ

て
、
よ
り
住
民
に
身
近
な
存
在

に
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

関
係
機
関
と
の
連
携
で
は
、

民
生
委
員
、
福
祉
活
動
推
進
委

員
、
町
会
長
、
交
番
、
消
防
署

な
ど
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
署

と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
て
い

ま
す
。
民
生
委
員
定
例
会
に
も

必
要
時
に
出
席
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
の
一
つ
に
、
介
護
保
険
の

要
支
援
者
に
対
す
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、「
い

ず
み
の
」
で
は
三
百
五
十
人
の

方
を
担
当
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
前
回
訪
問
し
た

「
お
お
て
ま
ち
」
と
は
、
か
な

り
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

他
の
役
割
と
し
て
、
地
域
の

困
り
ご
と
対
応
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ミ
出
し
が
で
き
ず
家
中
が
悪

臭
で
い
っ
ぱ
い
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
認
知
症
の
方
で
、
な
お

か
つ
プ
ラ
イ
ド
が
高
い
た
め
既

存
の
サ
ー
ビ
ス
の
拒
否
が
あ
っ

た
ケ
ー
ス
で
は
、
ダ
ミ
ー
の
チ

ラ
シ
を
つ
く
り
、
ゴ
ミ
出
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形
で
解
決

を
図
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
チ

ラ
シ
は
大
勢
に
配
る
も
の
で
す

が
、
た
っ
た
一
人
の
た
め
の
チ

ラ
シ
が
、「
い
ず
み
の
」
の
き

め
細
か
な
対
応
を
示
し
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
独
居
の
認
知
症
の
方

の
火
の
不
始
末
に
対
す
る
近
所

の
方
々
の
不
安
に
対
し
て
、
消

防
署
の
人
と
一
緒
に
行
っ
て
お

墨
付
き
を
も
ら
う
こ
と
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
「
お

お
て
ま
ち
」
と
一
緒
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
か
な
り
き
め
細

か
な
対
応
が
な
さ
れ
、
こ
の
こ

と
が
地
域
の
信
頼
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
独
居
や

高
齢
者
二
人
世
帯
が
増
え
、
か

つ
認
知
症
も
増
え
て
い
く
中

で
、
困
り
ご
と
対
応
は
増
え
て

い
く
一
方
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
に
こ
た
え
る
た
め
に

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
人
員
体
制
の
充
実
以
外
に
、

地
域
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

や
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
、

そ
し
て
生
活
支
援
の
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
構
築
、
そ
し
て
民
生
委
員
さ

ん
、
ご
近
所
な
ど
が
果
た
し
て

い
る
、
い
わ
ゆ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

資
源
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
と
、
地

域
の
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ

チ
さ
せ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て

き
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
、
予
算
面
で
も
人
員
体

制
面
で
も
、
自
由
度
が
高
く
な

り
、
そ
れ
ら
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

医
療
機
関
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
依
頼
が
あ
っ
た
と
き
の

往
診
や
、
個
別
の
調
整
会
議
へ

の
参
加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
医
療
機
関
に
と
り
わ
け
て

要
望
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う

で
、
逆
に
、
生
活
を
見
て
い
な

い
と
認
知
症
の
早
期
発
見
は
難

し
く
、
外
来
で
は
気
付
か
な
い

こ
と
も
多
々
あ
る
の
で
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
医

療
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

取
材
が
終
わ
り
外
に
出
る

と
、す
で
に
薄
暗
く
、満
杯
だ
っ

た
駐
車
場
も
ほ
と
ん
ど
空
い
て

お
り
、
長
時
間
に
わ
た
る
充
実

し
た
取
材
だ
っ
た
と
感
じ
な
が

ら
、
取
材
班
は
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

ご
多
忙
の
中
で
取
材
に
応
じ

て
い
た
だ
い
た
職
員
の
方
々
は

も
と
よ
り
、
当
日
わ
れ
わ
れ
取

材
班
や
市
民
の
来
場
者
に
対
し

て
、
駐
車
場
係
を
務
め
ら
れ
て

い
た
と
て
も
親
切
な
金
沢
市
泉

野
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
の
職
員

の
方
に
も
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

「金沢市地域包括支援センターいずみの」がある（３階）
金沢市泉野福祉健康センター（旧・泉野保健所）

「金沢市地域包括支援センターいずみの」の事務所内を見学

「金沢市地域包括支援センターいずみの」のみなさん

写真正面が保険医協会取材班

●詳しくは案内チラシをご覧ください。
主催／石川県保険医協会

石川県保険医協会
2013年・
社会保障セミナー
テーマ「住み続ける権利・あるべき地域包括ケアの実践」

講　師

日　時

辻　哲夫さん
（東京大学特任教授、元厚労省事務次官）
井上英夫さん
（金沢大学地域創造学類・大学大学院人間社会環境研究科教授）

２０１３年２月２１日（木）
午後７時から午後９時まで

場　所 金沢ニューグランドホテル
５階 銀扇

参加者 医療・福祉・行政関係者、関心のある方なら
どなたでも

参加費 無料
申込み 申し込みが必要です。（電話076-222-5373）

※会場のホテルには若干の立体駐車スペースがありますが、
　満車の場合はお近くの駐車場をご利用ください（有料）。

地域の社会資源を活かした取り組みで
医療福祉部取材班

高齢者施設を訪ねて
地域包括支援センターいずみの地域包括支援センターいずみの訪問先

シリーズ
（年4回予定） 14

取 材連絡先 金沢市泉野町６丁目１５番５号　金沢市泉野福祉健康センター３F
TEL（076）２５９-０５２２

「医療福祉部取材班」は基本正体
左の住所が長い時のみ長体かける

石 川 保 険 医 新 聞（7）2012年12月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第488号



井沢　宏夫（金沢市・内科）

近江町市場・今昔
その8

商店街の衰退と近江町市場
最終回

原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

会員リレーエッセー　◆◆159◆◆

歳
と
共
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
が
恋
し
く
な
る
の
は
ど

う
い
う
現
象
で
あ
ろ
う
か
。
親
は
す
で
に
亡
く
、
親
に
会
い

た
い
と
い
う
気
持
ち
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
の

土
地
の
風
景
の
懐
か
し
さ
と
、
か
つ
て
の
思
い
出
に
心
奪
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
高
校
を
卒
業
し
予
備
校
へ
の
通
学
路
で

あ
っ
た
電
車
駅
ま
で
の
町
筋
の
お
店
も
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど

営
業
を
や
め
、
普
通
の
家
並
み
が
続
く
の
み
と
な
っ
た
。
そ

れ
で
も
行
っ
た
時
は
、
昔
の
思
い
出
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら

歩
い
て
い
る
自
分
に
気
付
く
。

生
ま
れ
育
っ
た
横
須
賀
の
町
は
、
事
件
が
あ
る
度
に
デ
モ

隊
が
臨
海
公
園
を
埋
め
尽
く
し
た
が
、
住
民
は
デ
モ
隊
よ
り

も
見
物
人
に
な
る
人
が
多
か
っ
た
。
基
地
で
働
き
、
生
活
の

糧
と
す
る
人
た
ち
の
心
の
複
雑
さ
を
思
っ
た
。

一
九
四
七
年
生
ま
れ
の
団
塊
世
代
も
、
定
年
を
迎
え
る
時

期
と
な
っ
た
。
昨
年
、
横
浜
で
学
会
が
あ
っ
た
時
、
高
校
時

代
の
同
級
生
三
人
で
ミ
ニ
同
窓
会
を
開
い
た
。
私
は
、
か
つ

て
住
ん
で
い
た
家
を
見
に
行
っ
た
時
の
報
告
を
し
た
。
バ
ス

の
道
路
か
ら
外
れ
、
縦
横
に
続
く
階
段
道
を
登
り
な
が
ら
、

い
つ
に
な
く
不
安
を
抱
え
て
い
た
。
数
年
前
に
来
た
時
、
い

く
つ
か
の
家
に
は
す
で
に
人
が
住
ん
で
い
な
い
よ
う
な
雰
囲

気
が
あ
っ
た
が
、
今
回
は
、
そ
の
数
が
増
え
て
い
る
印
象
を

受
け
た
か
ら
で
あ
る
。
家
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
不
安
が
さ

ら
に
大
き
く
な
っ
た
。
昔
、
懇
意
に
し
て
い
た
家
が
二
軒
、

そ
の
入
り
口
が
蔦
に
か
ら
ま
れ
、
人
が
い
な
い
様
子
が
う
か

が
わ
れ
た
。
二
百
四
十
段
の
階
段
を
登
り
切
り
、
か
つ
て
の

自
宅
の
玄
関
が
見
え
る
位
置
ま
で
来
て
、
ま
ず
音
楽
が
聞
こ

え
、
洗
濯
物
が
目
に
入
っ
た
。
明
ら
か
に
誰
か
が
住
ん
で
い

た
。
安
堵
の
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
て
き
た
。

私
の
祖
父
母
が
、
こ
の
高
台
に
居
を
構
え
た
理
由
を
聞
い

た
こ
と
は
な
い
。
戦
時
中
は
、
軍
艦
入
港
時
、
将
校
用
の
下

宿
を
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
家
も
一
度
火
事
に
遭
い
、
父

は
事
情
で
手
放
し
た
が
、十
九
歳
ま
で
住
ん
で
い
た
私
に
は
、

大
事
な
故
郷
で
あ
る
。
多
く
の
思
い
出
と
共
に
、
朽
ち
果
て

て
い
く
運
命
と
分
か
っ
て
は
い
た
が
、
人
の
気
配
に
安
堵
し

た
複
雑
な
思
い
は
、
故
郷
を
捨
て
た
者
の
み
が
感
じ
る
そ
の

重
さ
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。

故
郷
は
　 

　
遠
き
に
あ
り
て 

　
　
　
　
　
重
き
も
の

武
藤
　
一
彦
（
白
山
市
・
小
児
科
）

「
近
江
町
市
場
の
歴
史
と
発

展
」
を
〝
聞
き
書
き
〟
し
て
き

た
が
、〝
お
し
ま
い
〟
に
最
近

三
十
年
の
経
過
に
つ
い
て
書
き

た
い
。

昭
和
五
十
年
代
後
半
（
一
九

八
〇
年
代
）
の
日
米
間
の
深
刻

な
貿
易
摩
擦（
日
本
の
輸
出
超
）

は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
「
日
本
国

内
の
流
通
の
規
制
緩
和
」
を
強

く
迫
ら
れ
、
従
来
商
店
街
を
保

護
し
て
き
た
「
規
制
」
が
、酒
、

米
、
タ
バ
コ
な
ど
か
ら
順
次
撤

廃
さ
れ
て
い
っ
た
。「
大
規
模

小
売
店
舗
法
」の
廃
止
に
至
り
、

郊
外
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
大
型
量
販
店
が
野
放
図

に
開
店
さ
れ
続
け
た
。

一
方
で
は
、
都
市
郊
外
の
道

路
網
や
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ

て
、
都
市
住
民
は
近
郊
の
団
地

や
郊
外
住
宅
地
に
引
っ
越
し
て

い
っ
た
。
客
層
を
大
量
に
郊
外

店
に
奪
わ
れ
、
街
中
の
商
店
街

の
客
足
は
途
絶
え
、
多
く
の
小

売
店
が
廃
業
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
専
門
小
売
店

の
集
団
で
あ
る

「
商
店
街
」
は

疲
弊
し
て
い
っ

た
。「
シ
ャ
ッ

タ
ー
商
店
街
」

と
揶
揄
さ
れ
る

と
こ
ろ
ま
で
出

て
き
た
。
金
沢

で
も
中
心
商
店

街
と
言
わ
れ
た

片
町
界
隈
の
片

町
商
店
街
、
竪

町
商
店
街
な
ど

や
、
武
蔵
界
隈

の
横
安
江
町
商

店
街
、
尾
張
町

商
店
街
な
ど
も
往
年
の
賑
わ
い

は
ま
っ
た
く
な
い
。

旧
市
内
の
住
宅
地
の
世
帯
構

成
も
次
第
に
変
化
し
、
単
身
世

帯
（
老
、
若
の
一
人
暮
ら
し
）

や
老
人
世
帯
な
ど
が
多
数
を
占

め
、
そ
れ
に
対
応
し
て
気
軽
で

安
価
な
飲
食
店
や
、
料
理
の
手

を
省
く
簡
便
な
加
工
食
品
が
普

及
し
だ
し
、
日
常
の
家
庭
の
食

生
活
も
変
化
し
た
。

最
近
で
は
街
中
に
生
き
残
っ

て
い
た
中
規
模
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
「
店
じ
ま
い
」

が
目
立
ち
始
め
て
い
る
。
そ
の

一
方
、
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
大

企
業
傘
下
の
コ
ン
ビ
ニ
が
数
多

く
出
店
さ
れ
、野
菜
や
サ
ラ
ダ
、

惣
菜
や
種
々
の
加
工
食
品
の
品

揃
え
は
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
の
趣
き

で
あ
る
。

こ
れ
ら
人
口
の
郊
外
へ
の
流

失
、
周
辺
商
店
街
の
疲
弊
、
世

帯
構
成
の
変
化
、
食
生
活
の
変

化
は
、
主
に
「
新
鮮
な
食
材
を

豊
富
に
」
提
供
す
る
近
江
町
市

場
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な

「
環
境
変
化
」
で
あ
る
。
近
江

町
市
場
を
訪
れ
る
客
数
は
、
最

盛
期
の
三
分
の
一
程
度
に
減
少

し
て
い
る
と
い
う
。
一
方
、
市

場
の
「
観
光
地
化
」
が
著
し
い
。

真
冬
を
除
け
ば
年
中
観
光
客
が

来
て
い
る
。
新
幹
線
の
開
通
に

よ
り
一
層
の
観
光
地
化
が
危
惧

さ
れ
る
。
観
光

客
の
増
加
は
海

鮮
丼
屋
な
ど
の

飲
食
店
の
増
加

に
繋
が
る
が
、

本
来
の
「
市
民

の
市
場
」
と
し

て
の
繁
栄
に
は

結
び
つ
か
な

い
。
青
果
物
や

鮮
魚
の
小
売
店

が
連
な
っ
て
い

て
、
掛
け
声
が

飛
び
交
い
活
気

が
あ
る
賑
や
か

な
景
観
が
近
江

町
市
場
を
支
え

て
い
る
。
何
代

も
継
承
さ
れ
た
老
舗
と
言
え
ど

も
、
市
場
の
「
環
境
変
化
」
に

伴
い
次
第
に
「
跡
継
ぎ
」
不
足

が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

〝
市
民
の
台
所
〟
を
支
え
る

「
近
江
町
市
場
」
へ
の
「
期
待

と
信
頼
」
は
、
現
代
も
変
わ
ら

な
い
も
の
が
あ
る
が
、
実
際
に

足
を
運
ぶ
回
数
は
昔
ほ
ど
多
く

は
な
い
。
市
場
の
光
景
は
、「
底

引
き
」
や
蟹
の
〝
解
禁
〟
の
時

期
の
テ
レ
ビ
の
ロ
ー
カ
ル
番
組

で
見
か
け
る
ば
か
り
で
あ
る
。

市
民
に
も
っ
と
身
近
に
も
っ
と

日
常
的
に
「
近
江
町
市
場
」
を

意
識
し
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
出
か

け
た
く
な
る
買
い
物
先
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
も
の
か
？

三
百
年
の
歴
史
の
「
近
江
町

市
場
」
は
、
通
う
ほ
ど
に
、
そ

の
〝
食
材
の
奥
の
深
さ
〟
に
魅

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

�

（
お
わ
り
）

囲 碁

（解答は 3 面にあります） （解答は 3 面にあります）

持
駒

　飛
角

黒先　８分で二、三段以上
〈ヒント〉 黒一子をすぐに動くのは
 失敗します。

〈ヒント〉 飛車と角の協力です。
　　　　10分で二段

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

中級編 中級編

玉

銀

歩歩歩

歩歩歩

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独9 5 4 6
6 4 □ 5
2 1

5 9 1
4 3 5
1 2 7
8 5

7 2 6
6 8 □ 3 4

乾物店の壁一面には棒鱈が吊され、
近江町市場も徐々に年の瀬の装いへ

11月上旬に解禁されたカニを目当てに、
客足はぐっと増える

石 川 保 険 医 新 聞 2012年12月15日（毎月15日発行）（8）第488号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）


